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Occurrence of Euzophera batangensis Caradja (Lepidoptera: Pyralidae) 
in Persimmon Orchards and Effective Timing of Flubendiamide Application
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Institute of Fruit Tree and Tea Science, National Agriculture and Food Research Organization (NARO)
Akitsu, Higashihiroshima, Hiroshima 739-2494, Japan
Summary
Adult males of Euzophera batangensis were caught on sex pheromone traps in persimmon orchards 
in Hiroshima, Japan, from late April to early May, from late June to July, and from August to early 
October. Larvae were collected from persimmon trees from March to April, from May to June, from 
July to August, and from September to October. In the semi-field conditions in which collected larvae 
were reared on artificial diet, adults emerged from April 15 to 25, on June 28, and from August to 
September. Therefore, the overwintering, first-generation, and second-generation E. batangensis adults 
appear to emerge from late April to early May, from late June to July, and from August to early October, 
respectively. These findings suggest that the overwintering, first-, second-, and third-generation larvae 
infest persimmon trees until April, from May to June, from July to August, and from September to 
October, respectively. Flubendiamide spraying in early July, when first-generation adults began to 
emerge, appeared to be effective in reducing the number of second-generation larvae. Flubendiamide 
spraying in late August, when second-generation adults began to emerge, was effective in reducing the 
number of overwintering larvae. 
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樹間ともに約 5.5 m，7 列植え，栽植本数は約 40 樹，面
積は約 30 a，‘富有’中間台で複数の品種が混植されて
いた．B園は列間 5.5 m，樹間約 2.7 m，13 列植え，栽









Fig. 1 Persimmon orchards at the Division of Grape 
and Persimmon Research, Hiroshima. Orchards 
A, B, C, and D were sprayed with conventional 
insecticides. Orchard E was insecticide unspraying 
orchard.
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植本数は約 600 樹，面積は約 70a，複数の品種が高接
ぎされていた．C園は列間・樹間ともに 5.5 m，11 列植
え，栽植本数は約 180 樹，面積は約 70 a，複数の品種が
混植されていた．D園は列間 5.5 m，樹間約 4 m，12 列
植え，栽植本数は約 400 樹，面積は約 70 a，‘富有’中
間台で複数の品種が高接ぎされていた．E園は列間・樹
間とも約 5 m，4 列植え，栽植本数は 40 樹，面積は約
12 a，‘早秋’と‘富有’がそれぞれ 15 樹，14 樹栽植さ
れ，他にも複数の品種が混植されていた．
2 ．性フェロモントラップ調査
性フェロモントラップ調査を 2003 年と 2006 年にはD







2003 年 6 月 13 日から 12 月 3 日，2004 年 4 月 22 日から
10 月 15 日，2005 年 4 月 18 日から 10 月 26 日，2006 年
4 月 11 日から 10 月 17 日，2011 年 6 月 27 日から 10 月





期はTable 1 に示した．2011 年にはA園では全樹，C園
ではフタモンマダラメイガの食入が多い 12 樹を，また
2012 年にはA園ではフタモンマダラメイガの食入が多
い 24 樹を，C園では前年調査樹のうち衰弱が著しい 1
樹を除く 11 樹を調査樹として選定した．2011 年には 3
月 28 日から 10 月 27 日の期間に約 2 週間に 1 回の間隔
で，2012 年には 4 月 25 日から 10 月 19 日の期間に約 1













消長や 2011 年と 2012 年に実施した時期別の幼虫食入虫
数から第 2 世代幼虫が食入する直前の 7 月上旬と第 3 世
代幼虫が食入する直前の 8 月下旬を幼虫の食入を防止で
きる防除時期と想定し，2014 年 7 月 1 日（7 月上旬区）
または 8 月 28 日（8 月下旬区）に，それぞれ 3 樹ずつ
にフルベンジアミド水和剤 4,000 倍液を幹および枝に十
分量（1 樹 2 リットル以上）電動噴霧器で散布した．対
照区は殺虫剤無散布とした．E園の‘早秋’全樹につい
て，2014 年 7 月 1 日，7 月 30 日，8 月 27 日，10 月 16
日，および 2015 年 4 月 22 日に，地上から約 1.7mまで
の幹および枝の虫糞排出箇所数を調査し，虫糞は調査後
すべて除去した．また，2014 年 10 月 16 日および 2015
年 4 月 22 日には食入幼虫を掘り出し加害種の種構成を
調査した．なお，試験で散布したフルベンジアミド水和
剤以外の殺虫剤は散布しなかった．
5 ．7 月および 8月の 2回防除試験
調査はE園の‘早秋’9 年生樹で実施した．試験区
あたり 4 樹とし，2015 年 7 月 10 日と 8 月 27 日に 2 回
（ 2 回散布区），または 8 月 27 日に 1 回（1 回散布区），
フルベンジアミド水和剤 4,000 倍液を幹および枝に十分
量（ 1 樹 2 リットル以上）電動噴霧器で散布した．対照
区は殺虫剤無散布とした．E園の‘早秋’全樹について，
2015 年 7 月 10 日，7 月 28 日，10 月 20 日 お よ び 2016






性フェロモントラップ誘殺消長を Fig. 2 に示した．
2005 年と 2012 年には 4 月下旬から 5 月上旬に雄成虫の
誘殺ピークが認められた．2003 年，2004 年，2011 年に
は 7 月上旬から，また 2005 年と 2012 年には 6 月中下旬
から雄成虫の誘殺が認められた．7 月以降，誘殺ピーク





Fig. 3 に示した．2011 年には 3 月下旬から 4 月上旬，7
月下旬から 8 月下旬，9 月から 10 月に多く捕獲され，5
月から 7 月上旬の幼虫数は少なかった（Fig. 3 上）．採
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日（羽化数 1），8 月 11 日から 9 月 1 日（羽化数 6）に
羽化した（Fig. 3 下）．
2012 年の食入幼虫数の推移をFig. 4 に示した．ヒメ
コスカシバ幼虫も認められたが，フタモンマダラメイガ
と比較して少なく推移した．フタモンマダラメイガ幼虫
は，4 月下旬，6 月 26 日，8 月 2 日から 22 日，9 月 19
日から 10 月 19 日の時期にA園およびC園で捕獲され，









少なかった 6 月 26 日を除き 50％から 92.9％であった．
3 ．7 月または 8月の単独防除試験
試験結果をFig. 5 に示した．殺虫剤無散布の対照区で
は虫糞排出箇所数は 7 月から 10 月にかけて多く推移し，
8 月下旬が最多となった．7 月 1 日のみフルベンジアミ
ド水和剤を散布した 7 月上旬区では 7 月 30 日，8 月 27
日の虫糞排出箇所数が対照区よりも有意に少なくなっ
た（Tukey-Kramer test, P＝ 0.05）．8 月 28 日のみフル
ベンジアミド水和剤を散布した 8 月下旬区では，8 月以
降虫糞排出箇所数はいずれの調査日においても対照区と


















































Apr.         May Jun. Jul. Aug.          Sep. Oct.       Nov.
Fig. 2 Seasonal changes in number of Euzophera batangensis adults caught on sex pheromone traps in conventionally 
controlled persimmon orchards.
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いずれの試験区も翌 2015 年の 4 月 22 日の虫糞排出箇所
数は少なく，処理区間で差は認められなかった（Tukey-
Kramer test, P＝ 0.05）．
カキの枝幹を加害するチョウ目昆虫の種構成をFig. 6
に示した．調査園ではフタモンマダラメイガの他にヒメ























































d Euzophera batangensis adults
Fig. 4 Seasonal changes in number of Synanthedon tenuis larvae and Euzophera batangensis larvae collected from 
persimmon trees in conventionally controlled orchards in 2012.
Fig. 3 Seasonal changes in number of Euzophera batangensis larvae collected from persimmon trees in conventionally 
controlled orchards (upper graph) and number of adults that emerged from larvae reared under natural temperature 
conditions (lower graph) in 2011.
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タモンマダラメイガの割合が低くなった（x2-test，P＜




4 ．7 月および 8月の 2回防除試験
試験結果をFig. 7 に示した．1 回散布区および 2 回散
布区とも，10 月 20 日のフタモンマダラメイガ食入幼虫
数が対照区と比べて少なくなった（Tukey-Kramer test, 
P＝ 0.05）．ただし，7 月 28 日までのフタモンマダラメ
イガ食入幼虫数は試験区で差は認められなかった．ま
た，いずれの試験区も，4 月 18 日には食入幼虫数に差





誘殺消長から，越冬世代成虫は 4 月下旬から 5 月上旬，
第 1 世代成虫は 6 月下旬から 7 月に発生すると考えられ
る．また，2011 年に野外飼育した幼虫の羽化時期との
比較から，第 2 世代成虫は 8 月以降に発生すると推定さ
れる．フタモンマダラメイガ成虫の誘殺消長と幼虫の発
生時期から，おおよそではあるが，4 月上旬までの幼虫
Table 2. Percentage of parasitized Euzophera batangensis larvae collected from persimmon trees in each year.









Overwintering Mar. 28 – Apr. 7 79 6 42 87.50%
First May 31 – Jun. 3 9 1 1 50.00%
Second Jul. 22 – Aug. 18 60 4 18 81.80%
Third Sep. 1 – Oct. 27 101 2 26 92.90%
2012
Overwintering Apr. 25 14 3 8 72.70%
First Jun. 26 1 1 0 0%
Second Aug. 2 – 22 18 1 7 87.50%
Third Sep. 19 – Oct. 19 148 14 36 72.00%



















Spraying on Jul. 1















Fig. 5 Seasonal changes in number of frass piles produced by lepidopterous pests in persimmon trees from July 2014 to 
April 2015 (mean ± SEM). Bars with the same letter on the same survey date are not significantly differences at P = 
0.05 by Tukey–Kramer test.
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は越冬世代，5 月から 6 月の幼虫は第 1 世代，7 月から

































































Spraying on Jul. 10 and Aug. 27







Jul. 10 Jul. 28 Oct. 20 Apr. 18
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a a      a a
a      a
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Fig. 6 Species composition of larvae infesting persimmon trees on 2014 October 16 (upper), and 2015 April 22 (lower). 
Values indicate number of observed larvae per tree in each treatment on each sampling day. *Species compositions 
between treated trees and other treated trees are significantly different at P < 0.05 by x2 test with Bonferroni’s 
correction.
Fig. 7 Seasonal changes in numbers of Synanthedon tenuis larvae and Euzophera batangensis larvae collected from 
persimmon trees from July 2015 to April 2016 (mean ± SEM). Bars with the same letter on the same date are not 
significantly different at P = 0.05 by Tukey–Kramer test.


























2014 年と 2015 年に実施したフルベンジアミド水和剤






た，2014 年に実施した 7 月上旬のフルベンジアミド水

















よう．なお，2015 年の試験では 7 月の幼虫食入虫数が
少ない状況であったが，2014 年の試験結果を考慮する




































は性フェロモントラップに，4 月下旬から 5 月上旬，6
月下旬から 7 月，8 月から 10 月上旬に多く誘殺された．
また，フタモンマダラメイガ幼虫は 3 月から 4 月，5 月
から 6 月，7 月から 8 月，9 月以降に多くカキ園で採集
された．採集した幼虫を野外温度と同等の条件で飼育し
たところ，4 月 15 から 25 日，6 月 28 日，8 月から 9 月
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に成虫が羽化した．したがって，越冬世代である 4 月上
旬までの幼虫は 4 月下旬から 5 月上旬に羽化し，第 1 世
代である 5 月から 6 月の幼虫は 6 月下旬から 7 月に羽化
し，第 2 世代である 7 月から 8 月の幼虫は 8 月から 10
月上旬に羽化し，9 月以降に採集された幼虫は第 3 世代
（越冬世代）と考えられる．第 1 世代成虫の発生初期と
考えられる 7 月上旬のフルベンジアミド水和剤の散布に
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